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１　今年度の最終評価について

　(1)学習指導

　(2)生徒指導

　(3)進路指導
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評　価　　・　　提　言　等 提言等に対する改善方策等

　家庭学習時間が１時間弱なのは気になる。授業
公開日に参観させてもらった時は、かなり落ち着
いた状態で授業を受けており、学校全体に落ち着
きが見られた。これからも継続してもらいたい。
また、生徒のアンケート結果より、各先生方が学
力向上に向けて真摯に向き合い、授業改善が進ん
でいることが分かる。

　家庭学習時間調査の時期が、年度初めの５、６月
であったことが少し影響しているかもしれない。個
人面接を行い、学習状況を確認したり、課題の出し
方などを工夫したりしていきたい。また、新学習指
導要領の実施に向け、一層の授業の改善に努めた
い。

　進路実現にもつながる各種検定１級合格者の延
べ60名以上は、とてもすばらしいことである。

　資格取得は家庭科や商業の検定だけでなく、英
検・漢検などについても、各教科で取り組んでい
る。今後も検定合格に向けて、きめ細やかな指導を
行っていきたい。

　校内研究授業や相互参観授業の参加が少ないよ
うに思う。昨年度、今年度とこれまでの授業環境
が異なるため、計画的に授業参観を行うことが難
しかったと推測される。授業参観を盛んに行うこ
とで、教師の授業力も高まる。気軽に参観し合え
る環境が整うとよい。

　発問の仕方や生徒への接し方、自分の授業以外の
生徒の様子も見ることができる機会にもなるので、
気軽に相互参観できるような環境作りに努めていき
たい。また、ＩＣＴ活用が得意な教員の授業参観な
ども積極的に行っていきたい。

　小松高校生から挨拶をよくしてくれる。生徒課
の取組で交通ルールを意識させることにより、命
に係わる大事な交通マナーの徹底を推進している
ことに感動した。

　社会のルールや交通マナーを守る指導に力を入れ
ている。自転車交通マナー向上対策事業推進校とな
り、事業を通して生徒の意識向上は見られるが、行
動・実践にはまだ十分に反映されていないのが残念
である。
　今後も社会のルールや交通マナーを遵守すること
の大切さについて一層理解を深めさせ、マナーの向
上が図れるよう努めたい。
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　小論文、集団討論、プレゼンテーション等の能
力の育成強化をお願いしたい。新型コロナウイル
スの影響で実施が難しくなっているが、体験学習
としてのインターンシップの取組を積極的にお願
いしたい。

　インターンシップの準備までは順調にできたが、
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて実施する
ことができなかった。校外での学びがほとんどでき
ない状況の中、リモートなどのオンラインを上手に
活用していきたいと考えている。夏季休業中にオン
ラインで他校と合同で面接練習を行ったが、対面で
行う場合と比較すると様々な課題に気付き難しい部
分もあった。今後も大変な状況は続くと思うが、質
を高める工夫をしていきたい。



　(4)特別活動

　(5)地域協働

２　学校運営への提言

　アンケート結果より、「職場が働きやすい環境
にある」「チームワークがよい」の評価が上がっ
ており、校長先生のリーダーシップの下、教職員
が働きやすい環境に職場改善されていることが想
像できる。これは、生徒たちによい影響を与えて
いる。

　生徒たちは敏感であり、教員をよく見ている。職
場において、よりよい雰囲気作りに努めていきた
い。今後も、教職員が共通理解の下で教育活動に当
たり、生徒、保護者、地域から信頼される学校とな
るよう、協力体制の強化に取り組んでいきたい。

　コロナ禍では、特別活動は難しかったのではな
いだろうか。しかし、部活動や奉仕活動に制限の
ある中で取り組み、人間性を育てる活動を推進し
ている。来年度は記憶に残る活動ができることを
期待している。

　部活動については、コロナ禍で活動が制限され、
例年通りの活動が行えない中で、全国・四国大会の
出場権を得るなど、生徒たちはよく頑張った。奉仕
活動については、コロナ禍において、何ができるか
を考えて活動をしていきたい。

提言等に対する改善方策等

　受検生が減少していることを心配している。学
校魅力化には特長が必要である。全てが平均では
魅力がない。学校の特長が出ると面白い。例え
ば、城下町、近藤篤山先生の教えなど、地域性を
生かして方向性や目標を決めるとよいのではない
か。同じ規模の他校の取組を参考にしてみてはど
うか。

　専門学科の人気が高くなってきており、本校とし
ては普通科の魅力をどのように引き出していくかが
カギとなっている。校内教職員研修で「３年後、生
徒にどのような力をつけて卒業させたいか」という
テーマでワークショップを行った。受検生が減少傾
向にあるが、「小松高校がこの地域にあってよかっ
た」「小松高校に入ってよかった」と思われる学校
になるため、今後も学校の魅力化について全教職員
で考え、積極的に広報していきたい。

　地域協働事業の活動として、「小松未来塾」で
は料理研究家と共同開発した魚食弁当を婦人会と
協力して作ったり、「まちかど家庭科室～ふらっ
と～」で地域の方々や小・中学生に椿の水引細工
や椿の消しゴム判子を制作する講座を開講したり
と盛り上げてくれた。

　地域連携事業において、数々の御支援・御協力を
いただいていることに、お礼を申し上げたい。３年
間で生徒たちは著しく成長した。本年度で事業は終
了となるが、来年度以降も地域の活性化を目指した
持続可能な活動を継続していきたいと考えているの
で、今後とも、御支援・御協力をお願いしたい。

　ホームページなど外部への発信については、ラ
イフデザイン科が文部科学省から地域協働事業の
指定を受けたこともあり充実している。ホーム
ページの更新がタイムリーで楽しみになるよう
に、普通科の生徒の活動の紹介にも頑張ってもら
いたい。

　行事が少なく、ホームページを毎日更新するのは
難しかった。今の本校の様子がよく分かるように、
情報提供・発信を進めていきたい。令和４年度入学
生から教育課程が大きく変わってくるので、類型な
どを分かりやすく伝えられるようにしていきたい。
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